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度の更なる向上に対しては帯域幅が制約となる．そこで，Ka 帯や Q 帯の利用により更なる伝送速度






















第 3 章 ダイバーシチゲイン最大化と周波数共用を両立するビーム制御方式 
近年，多くの観測衛星が世界中で運用されており，光学センサや，合成開口レーダの高機能化に伴
い，観測データ量も増大してきているため，観測衛星から地球局への直接データ伝送の速度も増大す
る必要がある．これまでは X 帯によるデータ伝送が広く用いられ，800Mbit/s の伝送が実現されてい
るが，伝送速度の更なる向上に対しては帯域幅が制約となる．そこで，X 帯と比較して 4 倍の帯域幅





技術は高稼働率化の観点で有効であり，実験による有効性が示されている．また，受信 SNR (Signal 




















































は，2 系統の変調部と 2 系統の送信アナログ系(アップコンバータ，増幅器)を有し，回線品質に応じ
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適応的に制御する手法について研究成果をまとめたものであり、全編 5 章からなる。 
 第 1 章では、低軌道周回衛星におけるデータ伝送に関する研究の背景と課題、本研究の目的と
意義について述べている。 


















 第 5 章は結論である。 
 以上要するに本論文は、多数の低軌道周回衛星が高精度なセンサで高頻度に観測を行う将来の
リアルタイム観測システムの構築に向けて、観測データを迅速に地球局へ伝送する大容量データ
リンクを実現する手法を提案しているものであり、応用情報科学並びに情報通信技術の発展に寄
与するところが少なくない。 
 よって、本論文は博士（情報科学）の学位論文として合格と認める。 
